
湿
学
の
す
ゝ
め

湿
地
を
訪
ね
、

湿
地
を
訪
ね
、

湿
地
に
学
ぶ

湿
地
に
学
ぶ

渡
良
瀬
遊
水
地
編

名
古
屋
市
の
南
西
部
、
庄
内
川
・
新
川
・

日
光
川
の
河
口
部
に
広
が
る
藤
前
干
潟
は
、

多
く
の
生
き
物
が
暮
ら
し
、
渡
り
鳥
が
羽
を

休
め
る
重
要
な
中
継
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

30
年
以
上
前
、
ご
み
の
量
の
増
加
に
伴
い

藤
前
干
潟
を
ご
み
の
埋
立
処
分
場
に
す
る
計

画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
藤
前
干

潟
保
全
の
機
運
が
高
ま
る
な
か
、
名
古
屋
市

は
１
９
９
９
年
１
月
に
計
画
の
中
止
を
発

表
。
翌
月
「
ご
み
非
常
事
態
宣
言
」
を
出
し
、

市
民
総
出
で
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
藤
前
干
潟
は
守
ら
れ
ま
し
た
。

藤
前
干
潟
は
、
２
０
０
２
年
11
月
18
日
に

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
「
国
際
的
に
重
要
な
湿

地
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
藤
前
干

潟
で
は
、
清
掃
活
動
や
干
潟
観
察
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
か
ら
20
年
。
名
古
屋
市
で

は
活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
促
進
す
る
た

め
、「
国
内
湿
地
交
流
事
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
本
事
業
は
、
湿
地
を
保
全
・
活
用
す

る
た
め
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
う
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
を
視
察
し
、
そ
こ
で

得
た
知
見
を
藤
前
干
潟
の
活
動
に
活
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
湿
地
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
か
ら
「
湿
学
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
他
の
地
域
の
湿
地
の
取

り
組
み
か
ら
何
を
学
び
、
藤
前
干
潟
に
ど
う

活
か
す
の
か
、
派
遣
者
の
立
場
か
ら
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
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事
前
学
習
会

視
察
を
前
に
２
回
の
事
前
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
で
藤
前
干
潟
に
つ
い
て
学
び
、
第
２
回
で
視
察
先
で
あ

る
渡
良
瀬
遊
水
地
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。　

第
１
回

日
付　

令
和
4
年
12
月
３
日
（
日
）

場
所　

環
境
省
稲
永
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
名
古
屋
市
野
鳥
観
察
館

第
２
回

日
付　

令
和
4
年
12
月
18
日
（
日
）

場
所　

�

名
古
屋
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

（
エ
コ
パ
ル
な
ご
や
）

ご
み
埋
立
処
分
場
の
建
設
計
画
に

よ
り
喪
失
の
危
機
に
あ
っ
た
藤
前
干

潟
。
ま
ず
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
藤
前
干

潟
を
守
る
会
の
亀
井
浩
次
さ
ん
か

ら
、
藤
前
干
潟
の
保
全
の
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。

か
つ
て
、
藤
前
干
潟
に
は
ご
み
の

埋
立
処
分
場
を
建
設
す
る
計
画
が
あ

り
ま
し
た
が
、
15
年
の
市
民
活
動
の

末
、
市
民
の
保
全
意
識
の
高
ま
り
等

を
受
け
、名
古
屋
市
は
計
画
を
中
止
。

藤
前
干
潟
は
保
全
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
の
「
自
然

の
叡
智
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
愛
知
万

博
、
２
０
１
０
年
に
名
古
屋
市
で
開

催
さ
れ
た
第
10
回
生
物
多
様
性
条
約

締
約
国
会
議
な
ど
、
こ
の
地
域
の
環

境
を
重
視
す
る
流
れ
は
藤
前
干
潟
の

保
全
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

藤
前
干
潟
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
、
２
０
２
２
年
で
20
年
。

海
洋
ご
み
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
問
題
は
、
藤
前
干
潟
で
も
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
藤
前
干
潟
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
な
ど
、
清
掃
活
動
は

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
々
ご
み
が

流
れ
着
き
、
拾
う
だ
け
で
は
根
本
的

な
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
美

し
く
豊
か
な
海
を
次
の
世
代
に
残
し

て
い
く
た
め
に
、
海
に
負
荷
を
か
け

る
行
為
に
目
を
向
け
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
行
い
、
社
会
全
体
で
も

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

講
義
の
後
は
、
施
設
の
見
学
や
野

鳥
観
察
を
行

い
、
藤
前
干

潟
や
生
息
す

る
生
き
物
に

つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
た
ら
せ
未
来

基
金
の
青
木
章
彦
さ
ん
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
渡
良
瀬
遊

水
地
の
成
り
立
ち
や
環
境
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

青
木
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め

る
わ
た
ら
せ
未
来
基
金
は
、
渡

良
瀬
の
湿
地
帯
に
あ
っ
た
生
態

系
を
再
生
さ
せ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
生
息
で
き
る
自
然
と
調
和
し

た
流
域
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

２
０
０
１
年
に
発
足
し
ま
し

た
。「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
で

き
る
渡
良
瀬
の
環
境
を
」
と
い

う
目
標
の
も
と
に
、
様
々
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
そ
う
し
た

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
、
２
０
１
４
年

に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
27
年
ぶ
り

に
飛
来
。
写
真
な
ど
を
見
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
生
息
場
所
と
な
る
環
境
学

習
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
湿
地
再
生

の
取
り
組
み
や
、
外
来
種
除
去

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

現
地
視
察
で
活
動
団
体
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
す
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ

か
る
や
レ
イ
に
も
会
え
る
で

し
ょ
う
か
。
視
察
を
前
に
期
待

が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
連
れ
て
き
た
『
つ
な
が
り
』

貴重な動植物が生息・生育する自然の宝庫

渡良瀬遊水地 藤前干潟

都会に残された貴重な干潟
大昔より伊勢湾には多くの河川が流れ込み、河口部には広大な干

潟が形成されていました。しかし、農地や工場、港湾施設などの開
発で次々と埋め立てがすすむなか、最後にわずかに残った干潟が、
伊勢湾最奥部に位置する藤前干潟（ラムサール条約登録湿地面積
323ha）です。
干潟の泥の中には鳥の餌となるゴカイや貝類などの底生動物が豊

富に生息しており、シギ・チドリ類の東アジアーオーストラリア渡
りルート上における中継地としても重要な場所となっています。

栃木、群馬、埼玉、茨城の４県４市２町にまたがる日本最大の
遊水地です。増水した川の水を一時的に貯水して流域の水害発
生を防止するとともに、生活用水を供給する施設となっていま
す。遊水地の面積は約 3,300ha（ラムサール条約登録湿地面積
2,861ha）。遊水地には 1,500ha の本州最大の面積を誇るヨシ原
が広がり、コウノトリやチュウヒをはじめ、絶滅危惧種を含む多
くの貴重な動植物が生息・生育しています。

湿地のタイプ：低層湿原、人工湿地 湿地のタイプ：河口干潟
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千葉県

神奈川県

埼玉県

東京都

群馬県
利根川 渡良瀬川

茨城県

栃木県

三県境

ヨシ原
浄化施設

渡良瀬川

谷中湖

N

第２調節池

柳生駅

藤岡駅

遊水池会館

道の駅かぞわたらせ

歴史民俗
資料館

東武日光線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

新古河駅
古河駅

板
倉
東
洋
大
前
駅

第３調節池

第１調節池

野木
ホフマン館

チュウヒの
ねぐら入り観察

渡瀬遊水地
ハートランド城

渡良瀬遊水地

渡瀬遊水地
コウノトリ
交流館

ウォッチング
タワー

谷中村史跡
保全ゾーン

体験活動センターわたらせ

環境学習
フィールド

わたらせ
自然館

３４

６

８

９

10

11

７
５

２
１

Day １

Day ２

Day ３

1 14 土

1 15 日

1 16 月

現
地
視
察  

～
旅
の
記
録
～

JR
名
古
屋
駅 

➡JR
小
山
駅

➡体験
活
動
セ
ン
タ
ー
わ
た
ら
せ 	 
1

➡谷中
村
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン 	

 

2

➡ウォ
ッ
チ
ン
グ
タ
ワ
ー 	

 

3

➡ヨシ
原
浄
化
施
設 	

 

4

➡チュ
ウ
ヒ
の
ね
ぐ
ら
入
り
観
察 	

 

5

わ
た
ら
せ
自
然
館 	

 

6

➡環境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド 	

 

7

・�

コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
観

察 

・
保
全
活
動
体
験

・�

渡
良
瀬
子
ど
も
自
然
塾

活
動
見
学

➡野木
ホ
フ
マ
ン
館 	
 

8

渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
交
流
館 	

 

9

・�

小
山
市
渡
良
瀬
遊
水
地
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
ガ
イ
ド
協
会
　
講
話

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
た
ら
せ
未
来
基
金
　
講
話

・
小
山
市
自
然
共
生
課
　
講
話

➡三県
境 	

 

10

➡栃木
市
渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城 	

 

11

・�

特
別
展「
１
０
０
年
前
の
渡
良
瀬
遊
水
地
と
今
」

見
学

・�

渡
良
瀬
遊
水
地
・
藤
前
干
潟
　
意
見
交
換
会

➡JR
小
山
駅

➡JR
名
古
屋
駅

体験活動センターわたらせ 1
渡良瀬遊水地内

わたらせ自然館 6
群馬県邑楽郡板倉町大字海老瀬 4663-1

NPO 法人 わたらせ未来基金
青木　章彦 さん

塚田　啓一 さん

ラムサール湿地ネットわたらせ
楠　通昭 さん

谷中村の遺跡を守る会
高際　澄雄 さん

渡良瀬遊水池を守る
利根川流域住民協議会 
猿山　弘子 さん

小山市渡良瀬遊水地
エコツーリズムガイド協会 
門馬　悠一 さん

NPO 法人 わたらせ未来基金、
板倉町観光サポータークラブ、
ラムサール湿地ネットわたらせの皆さま
渡良瀬子ども自然塾の子どもたち

小山市自然共生課、
栃木市渡良瀬遊水地課、
加須市環境政策課・北川辺総合支所
地域振興課
野木町政策課の皆さま

野木ホフマン館 8
栃木県下都賀郡野木町大字野木 3324-10

渡良瀬遊水地コウノトリ交流館 9
栃木県小山市下生井 865-1

栃木市渡良瀬遊水地ハートランド城 11
栃木県栃木市藤岡町藤岡 1218-1

お世話になった皆さま
Special Thanks！

お世話になった施設
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本州最大級の
猛禽類生息地

豊富な生きもの
情報を入手

首都圏の生活を守る
平地ダム

ウォッチングタワーには2019年
の台風 19号による水位が記録され
ています。遊水地の面積は山手線の
半分程。そこに人の背丈よりはるか
高くまで水が流れ込んだという事実
に驚愕しました。首都圏にそれ程の
水量が一気に流れては大惨事に。平
地ダムとして担う役割の大きさを知
るとともに、ダムの底を歩いている
と思うと不思議な感覚になりました。

チュウヒのねぐら入りポイントに
て、絶滅危惧種であるチュウヒの他、
猛禽類のねぐら入りを観察しました。
日没間際、普段は見かけることの少
ない数々の猛禽類が目の前に飛来し、
渡良瀬遊水地が希少な生きものを支え
る重要な場所であることを強く認識す
ることができました。

体験活動センターわたらせは、遊水
地内にある情報発信基地。渡良瀬遊水
地で楽しめる植物や野鳥、昆虫などの
生きものに関するパネルや出没情報な
どが展示され、様々な種類の図鑑が安
価に入手できます。ヨシの紙漉きなど
の体験学習もでき、双眼鏡などの貸し
出しも。

Day １1 14 土

体
験
活
動
セ
ン
タ
ー
わ
た
ら
せ 	

 

①

谷
中
村
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン 	

 

②

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
タ
ワ
ー 	

 

③

ヨ
シ
原
浄
化
施
設 	

 

④

チ
ュ
ウ
ヒ
の
ね
ぐ
ら
入
り
観
察 	

 

⑤

渡
良
瀬
遊
水
地
の
貯
水
池
で
あ

る
谷
中
湖
は
ハ
ー
ト
型
の
形
を
し

て
い
ま
す
。
貯
水
池
が
ハ
ー
ト
型

に
な
っ
た
の
に
は
深
い
理
由
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
理
由
を
知
る
こ

と
は
渡
良
瀬
遊
水
地
の
成
り
立
ち

を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
の
渡
良
瀬
遊
水
地
の
場
所
に

は
谷
中
村
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
・
大
正
時
代
、
足
尾
鉱

山
の
鉱
毒
対
策
と
首
都
圏
の
治
水

対
策
の
た
め
谷
中
村
を
廃
村
し
、

渡
良
瀬
遊
水
地
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
も
、
度
重
な
る
洪
水

に
見
舞
わ
れ
る
中
、
遊
水
地
機
能

向
上
の
た
め
、
調
節
池
化
や
貯
水

池
化
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

貯
水
池
工
事
の
た
め
谷
中
村
の
歴

史
が
残
る
エ
リ
ア
に
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
入
っ
た
際
、
人
々
は
身
を

挺
し
て
工
事
を
阻
止
し
ま
し
た
。

そ
の
場
所
が
今
の
谷
中
村
史
跡
保

全
ゾ
ー
ン
で
す
。
こ
う
し
て
、
谷

谷
中
湖
は
窒
素
と
リ
ン
が
多
い

水
質
の
た
め
完
成
当
初
か
ら
異
臭

と
水
質
汚
染
が
問
題
で
し
た
。
ヨ

シ
原
浄
化
施
設
で
は
ヨ
シ
の
持
つ

水
質
浄
化
作
用
を
利
用
し
て
水
質

改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ヨ
シ
は
谷
中
湖
の
富
栄
養
水
を
吸

収
し
て
成
長
す
る
た
め
、
水
質
浄

化
と
ヨ
シ
の
成
長
を
促
す
一
石
二

鳥
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
、
遊
水
地
全

体
の
乾
燥
化
に
よ
り
、
成
長
に
沢

山
の
水
分
が
要
る
ヨ
シ
は
な
か
な

か
生
育
で
き
ず
、
比
較
的
少
量
の

水
分
で
成
長
す
る
オ
ギ
が
増
加
傾

向
に
あ
る
そ
う
で
す
。
わ
た
ら
せ

未
来
基
金
が
行
う
ヨ
シ
の
生
育
状

況
を
調
査
す
る
坪
刈
り
の
様
子
を

見
学
す
る
と
と
も
に
、
ヨ
シ
原
の

状
況
や
ヨ
シ
原
保
全
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
水
地
の
風
物
詩
ヨ
シ

焼
き
は
、
昭
和
30
年
代
に
始
ま
り

中
湖
は
当
初
計
画
さ
れ
た
円
形
か

ら
ハ
ー
ト
型
へ
と
形
を
変
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
渡
良
瀬
遊

水
地
の
豊
か
な
自
然
や
首
都
圏
の

治
水
機
能
の
向
上
は
、
谷
中
村
の

人
々
の
犠
牲
の
う
え
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
、

湿
地
の
自
然
環
境
と
と
も
に
、
公

害
や
治
水
の
歴
史
に
つ
い
て
も
継

承
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

毎
年
３
月
頃
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
立
ち
枯
れ
た
ヨ
シ
を
焼
く
こ

と
で
害
虫
駆
除
や
新
芽
・
他
の
草

木
の
芽
吹
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
ヤ
ナ
ギ
に
よ
る
樹
林
化
も

防
止
し
、
生
態
系
維
持
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
伝
統
あ
る
ヨ

シ
焼
き
文
化
を
保
全
・
継
承
し
、

ヨ
シ
原
を
守
ろ
う
と
す
る
地
域
の

人
々
の
郷
土
愛
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

ヨ
シ
原
と
伝
統
文
化
の
保
全

谷
中
村
の
歴
史
と
渡
良
瀬
遊
水
地

3



ジオラマで
遊水地を学ぶ

渡良瀬の
自然の恵みを食す

渡良瀬が支えた
日本の近代化

わたらせ自然館には、大型ジオラ
マや豊富な湿地の植物標本などがあ
り、直感的でわかりやすく渡良瀬遊
水地を学ぶことができます。板倉町
観光サポータークラブの方から渡良
瀬の歴史や治水機能の仕組みについ
て説明を受けました。遊水地化のた
め新流路に通水を開始する当時の写
真において、それを見守る人々の様
子が印象的でした。

渡良瀬遊水地近くの「新桝屋」で昼
食。渡良瀬の天然ナマズを使った、ふ
わふわの白身の天ぷらと、ナマズの頭
や骨をたたいてすり身にしたものに豆
腐や味噌などを混ぜて油で揚げた、郷
土料理「ナマズの叩き団子」をいただ
きました。小山市ではナマズの養殖に
も取り組み「ラムサールナマズ」とし
ておやまブランドにもなっています。

野木ホフマン館に隣接する、国の重
要文化財「野木町煉瓦窯」を見学。煉
瓦の製造に最適な粘土は旧谷中村、川
砂は主に思川から採取、渡良瀬の水運
により出荷されました。連続し焼き続
けることができる円形窯は大量生産が
可能で、明治時代より日本の近代化を
支えてきました。天高く伸びる煙突、
独特な形をした建物はアート作品。

Day ２1 15 日

わ
た
ら
せ
自
然
館 	

 

⑥

環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド 	

 

⑦

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人
工
巣
塔
観
察 

・
保
全
活
動
体
験

・
渡
良
瀬
子
ど
も
自
然
塾
の
活
動
見
学

野
木
ホ
フ
マ
ン
館 	

 

⑧

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
守
り
た
い
、
環

境
を
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い

が
、
地
道
な
活
動
を
継
続
す
る
力

の
源
と
な
り
、
未
来
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル

ド
の
整
備
に
お
い
て
は
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
棲
み
や
す
い
環
境
を
実
現

す
る
た
め
、
国
交
省
と
の
継
続
的

な
折
衝
・
交
渉
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。「
渡
良
瀬
遊
水
地
湿
地
保

全
・
再
生
基
本
計
画
」
に
基
づ
く

掘
削
事
業
は
、
治
水
機
能
の
向
上

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
多
様
な
動
植

物
が
生
息
で
き
る
湿
地
環
境
の
再

生
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
視
察

中
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
か
る
く
ん

が
見
ら
れ
、
取
り
組
み
の
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
保
全
活
動
体
験
で
は
、

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
と
ヤ

ナ
ギ
の
除
去
を
体
験
。
実
際
に

フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
く
こ
と
で
外
来

ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
ネ
ッ
ト
わ
た

ら
せ
が
行
う
「
渡
良
瀬
子
ど
も
自

然
塾
」
は
、
年
間
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
自
然
体
験
の
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
渡
良
瀬
遊
水
地

の
自
然
や
文
化
を
、
遊
び
な
が
ら

楽
し
く
五
感
を
使
っ
て
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
ヶ
月
に
1

回
程
度
、
生
き
も
の
調
査
や
観
察

会
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

に
も
挑
戦
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
、〝
ヨ
シ
の
秘
密
基

地
を
つ
く
ろ
う
〟
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
自
分
の
背
の
高
さ
の
何

倍
も
あ
る
ヨ
シ
を
器
用
に
使
い
な

が
ら
、
思
い
思
い
の
秘
密
基
地
を

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
草

す
べ
り
も
行
っ
て
い
て
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
し
ま
し
た
。
自
然
の
中
で
遊
ぶ

機
会
が
減
少
し
て
い
る
昨
今
、
と

て
も
有
意
義
な
活
動
だ
と
感
じ
、

種
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
作
業
は
短
時
間
で
行

う
こ
と
が
、
保
全
活
動
を
長
く
続

け
る
コ
ツ
だ
そ
う
で
す
。
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
、
集

中
し
て
楽
し
く
作
業
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
時
に
泥
ま
み
れ

に
な
り
な
が
ら
一
人
一
人
が
行
う

作
業
は
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の
人
が
小

さ
な
こ
と
を
地
道
に
行
い
、
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
目
標
達
成
の
カ

ギ
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

藤
前
干
潟
で
子
ど
も
向
け
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地

ネ
ッ
ト
わ
た
ら
せ
の
事
務
局
長
で

あ
る
浅
野
正
富
小
山
市
長
も
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、
渡
良
瀬
遊
水

地
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

冬
の
ヨ
シ
原
で
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

小
さ
な
継
続
が
未
来
に
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県境にまたがる地古図でみる渡良瀬の歴史

三県境は埼玉県・群馬県・栃木県が接する県
境。かつては渡良瀬川の中に位置していました
が、明治から大正の河川改修工事による河道変
更で現在の位置に。平地に存在する三県境は珍
しく、地元の方が大事に保全してきた場所を行
政と連携し観光資源として生かしています。県
境にまたがる渡良瀬遊水地の地勢を表す場所で
もあります。

渡良瀬遊水地ハートランド城は、映像やクイズコーナー、ヨシ
細工の体験活動などにより楽しく学べる施設。渡良瀬遊水地概成
100 周年記念の展示企画「100 年前の渡良瀬遊水地と今」を開
催していました。丁寧に描かれた 100 年前の古図や、手書きで
正確に描かれた昭和初期の測量図など当時の技術者の苦労が伺い
知れます。雨のため予定を変更しての急な見学でしたが、展示内
容について解説いただき、100 年以上前よりこの地のために取
り組む人々の連なりを感じました。

Day 31 16 月

渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
交
流
館 	

 

⑨

小
山
市
渡
良
瀬
遊
水
地
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
協
会
・

わ
た
ら
せ
未
来
基
金
・
小
山
市
自
然
共
生
課  

講
話

三
県
境 	

 

⑩

栃
木
市
渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城 	

 

⑪

・
特
別
展
「
１
０
０
年
前
の
渡
良
瀬
遊
水
地
と
今
」
見
学

・
渡
良
瀬
遊
水
地
・
藤
前
干
潟　

意
見
交
換
会

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
３
つ
の
柱
「
保
全
・

再
生
」「
賢
明
な
利
用
」「
交
流
、学
習
」に
沿
っ

て
小
山
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。
小
山
市
で
は
、
湿
地
生
態
系
の
頂
点
に

い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
で
き
る
環
境
は
、

環
境
容
量
を
超
え
な
い
持
続
可
能
な
社
会
の

モ
デ
ル
に
な
り
う
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

湿
地
の
保
全
・
再
生
を
す
す
め
て
き
た
そ
う
。

生
き
も
の
観
察
会
な
ど
の
環
境
学
習
や
外
来

種
除
去
な
ど
湿
地
保
全
活
動
の
ほ
か
、
水
鳥

や
生
態
系
に
配
慮
し
た
〝
ふ
ゆ
み
ず
た
ん

ぼ
〟
の
取
り
組
み
と
い
っ
た
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
の
推
進
や
、
ヨ
シ
の
保
全
・
持
続
的

な
利
用
の
た
め
の
ヨ
シ
焼
き
や
ヨ
シ
の
利
活

用
に
よ
る
地
場
産
業

の
推
進
を
行
っ
て
い

ま
す
。

湿
地
保
全
の
取
り

組
み
を
、
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
げ
る

統
合
的
な
取
り
組
み

が
実
践
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
交
流
館
は
、

情
報
発
信
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
等
の
た

め
、
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施

設
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
へ
の
愛
溢
れ
る
展
示
や
子

ど
も
た
ち
が
作
っ
た
人
工
巣
が
あ
り
、
地
域

の
人
々
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
大
切
に
見
守
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ヨ
シ
染
め

の
ハ
ン
カ
チ
な
ど
土
産
品
や
寄
付
型
自
動
販

売
機
が
置
か
れ
、
水
害
か
ら
身
を
守
る
地
域

特
有
の
〝
水
塚
〟
や
〝
揚
船
〟
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

施
設
運
営
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
た
ら
せ

未
来
基
金
で
は
、
流
域
の
環
境
保
全
の
た
め

ヨ
シ
刈
り
や
湿
地
再
生
の
取
り
組
み
、
調
査

活
動
を
行
う
ほ
か
、
上
流
と
の
連
携
に
よ
る

足
尾
の
森
で
の
植
樹
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
ヨ
シ
の
活
用
と
し
て
、

施
設
内
で
ヨ
シ
の
腐
茎
土
づ
く
り
が
行
わ

れ
、
寄
付
金
の
返
礼
品

に
も
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
様
々
な
人
や
団

体
と
の
連
携
に
よ
り
幅

広
い
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

小
山
市
渡
良
瀬
遊
水
地
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ガ
イ
ド
協
会
で
は
、
小
山
市
が
実
施
す
る

「
お
や
ま
市
民
大
学 

渡
良
瀬
遊
水
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
コ
ー
ス
」
の
卒
業
生
が

会
員
と
な
り
、
小
中
学
校
の
校
外
学
習
な
ど

で
の
ガ
イ
ド
や
ミ
ニ
ヨ
シ
ズ
・
ヨ
シ
灯
り
制

作
の
出
前
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、協
会
主
催
で
始
め
た「
ヨ
シ
灯
り
展
」は
、

今
で
は
小
山
市
・
栃
木
市
共
催
の
イ
ベ
ン
ト

に
発
展
。
小
学
生
な
ど
市
民
が
思
い
思
い
に

制
作
し
た
ヨ
シ
灯
り
の
幻
想
的
な
光
が
街
を

照
ら
し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

桜
と
ヨ
シ
灯
り
の
コ
ラ
ボ
企
画
も
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
遊

水
地
に
関
わ
る
人
づ

く
り
の
継
続
的
な
仕

組
み
や
、
多
く
の
人

を
惹
き
つ
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
き
っ
か
け
に

遊
水
地
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
る
取
り
組

み
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
託
す
想
い

ヨ
シ
灯
り
が
新
た
な
風
物
詩
に

湿
地
の
保
全
が
地
域
の
活
性
化
に
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渡良瀬遊水地・藤前干潟　意見交換会

渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会　
猿山　弘子 さん

　
小山市渡良瀬遊水地エコツーリズムガイド協会　
門馬　悠一 さん

ラムサール湿地ネットわたらせ　
楠　通昭 さん

NPO 法人 わたらせ未来基金　
青木　章彦 さん

塚田　啓一 さん

谷中村の遺跡を守る会　
高際　澄雄 さん

ご参加いただいた皆さま

渡
良
瀬
遊
水
地
を
守
っ
た

30
年
の
歩
み

歴
史
や
文
化
を
継
承
す
る

渡
良
瀬
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に

次
世
代
への
継
承
に
向
け
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
秘
訣

渡
良
瀬
遊
水
池
を
守
る
利
根
川
流
域
住

民
協
議
会
の
猿
山
さ
ん
は
協
議
会
の
発
足

当
時
か
ら
今
日
ま
で
を
知
る
お
一
人
。
同
会

で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
空
港
建
設
構
想

が
持
ち
上
が
り
、
そ
れ
に
反
対
し
渡
良
瀬

遊
水
地
を
守
っ
た
住
民
運
動
か
ら
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
へ
の
署
名
活
動
や
行
政

へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
自
然
環
境
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
活
動
に
現
在

も
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。
配
布
い
た

だ
い
た
30
周
年
の
保
護
活
動
の
記
録
集
に

は
短
い
時
間
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
濃
密

な
活
動
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

谷
中
村
を
廃
村
し
て
整
備
さ
れ
た
渡
良

瀬
遊
水
地
は
、
谷
中
村
の
人
々
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
遊
水
地
内
に

残
さ
れ
た
寺
や
神
社
の
跡
な
ど
が
、
か
つ

て
こ
こ
に
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を

訪
れ
る
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
谷

中
村
の
遺
跡
を
守
る
会
は
こ
う
し
た
史
跡

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
や

歴
史
な
ど
の
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
次

代
に
継
承
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

藤
前
干
潟
に
お
い
て
も
自
然
環
境
だ
け
で

な
く
、
保
全
の
歴
史
や
地
域
の
文
化
も
継

承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
ネ
ッ
ト
わ
た

ら
せ
で
は
、
教
育
・
普
及
啓
発
と

し
て
、
子
ど
も
自
然
塾
や
わ
た
ら

せ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
行
う

と
と
も
に
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
な
ど
多
く
の
団
体
や
人

と
意
見
交
換
し
、
提
言
や
ビ
ジ
ョ

ン
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
多
種
多
様
な

主
体
が
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
に
と
て
も
驚
き
、
こ
の
こ
と

が
渡
良
瀬
の
魅
力
や
価
値
を
生
み

出
す
源
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
自
由
に
意
見
を
言
い
、
議
論

で
き
る
場
を
継
続
的
に
開
催
し
続

け
る
そ
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
強
く
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

団
体
の
高
齢
化
や
後
継
者
問
題
、
若
者
の
参
画
は
、

共
通
の
課
題
。
学
校
と
の
連
携
の
重
要
性
や
、
活
動
に

参
加
し
た
学
生
が
大
学
生
や
社
会
人
に
な
っ
て
保
全
活

動
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
若
者
に
自
身
の

資
料
を
提
供
す
る
な
ど
、
蓄
積
し
た
知
識
や
情
報
を
継

承
し
よ
う
と
す
る
活
動
者
が
い
る
こ
と
な
ど
を
情
報
交

換
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
が
自
然
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
く
な

る
中
、
次
世
代
へ
の
継
承
と
い
う
意
味
で
も
、
子
ど
も

達
に
湿
地
を
体
感
す
る
機
会
を
設
け
る
取
り
組
み
が
大

切
で
あ
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

渡
良
瀬
遊
水
地
は
治
水
施
設
で
あ
り
、
湿
地
の
保

全
・
再
生
に
あ
た
っ
て
は
国
交
省
と
の
調
整
が
不
可

欠
。
ま
た
、関
係
行
政
機
関
や
活
動
団
体
の
数
も
多
く
、

地
道
な
話
し
合
い
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
こ

と
を
皆
さ
ん
の
話
か
ら
実
感
す
る
と
と
も
に
、
互
い
の

意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

連
携
に
よ
り
大
き
な
力
と

し
、
想
い
を
実
現
し
て
き
た

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。「
緩

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

機
能
し
、
み
ん
な
が
共
有

で
き
る
ゴ
ー
ル
を
持
つ
。」

「
共
有
で
き
る
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
み
ん
な
で
燃
え
る

こ
と
。」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

渡良瀬遊水地での活動について伺い、意見交換を行いました。

主
な
意
見
交
換
内
容
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		  今後に向けたメッセージ 	
事後学習会の最後に、NPO法人わたらせ未来基金の青木さんとNPO法人藤前干潟を守る会の
亀井さんに、メッセージをいただきました。
青木さんからは、藤前干潟においてはごみが大きなテーマとなっており、取り組みを展開する
にあたってはどうテーマにつなげていくことができるかを考えると良いのではないか。また、ま
ずはできることを始めて、地道に広げ、大きく育てていくことが大切であり、その時に多くの人
が共感できる目標をもつことが必要というお話をいただきました。さらに、環境教育やヨシの活
用など、湿地間で交流を続けていけると良いですね、とメッセージをいただきました。
亀井さんからは、派遣者から出された様々な提案について、マンパワーや制度上の問題などを
どうブレイクスルーしていくか、藤前干潟を様々な人や切り口で考えていって欲しいというメッ
セージをいただきました。
国内湿地交流事業を通じて得た知見やネットワークを今後の藤前干潟での取り組みに活かして
いきたいと思います。

事
後
学
習
会

す
ぐ
に
で
き
そ
う
な
こ
と

い
つ
か
実
現
し
た
い
こ
と
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年齢も職業も違う 10 人が湿地についてともに学び、この報告書を制作しました。

藤前干潟の保全に活かす

（50 音順）
派遣者

視
察
を
終
え
、事
後
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

今
後
、
藤
前
干
潟
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
保
全
活
動
を
展
開
で
き
る
の
か
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

■
日
付　

令
和
５
年
２
月
12
日
（
日
）　 

■
場
所　

�

名
古
屋
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
（
エ
コ
パ
ル
な
ご
や
）

 

イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画                      

・�

歴
史
や
文
化
・
生
活
史
か
ら
の
視
点

で
藤
前
干
潟
を
取
り
上
げ
る

・�

旅
行
業
者
と
連
携
し
て
、
旅
行
商
品

と
し
て
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

・�

大
学
生
向
け
、
社
会
人
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る

・�

藤
前
干
潟
な
ら
で
は
の
お
土
産
開
発

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化                   

・�

活
動
に
関
わ
る
年
齢
層
、
団
体
、
企

業
を
増
や
し
、
人
の
つ
な
が
り
を
強

化
す
る

 

学　

ぶ                                         

・�

歴
史
を
学
ぶ
、
正
し
い
知
識
を
持
つ

・�

他
の
湿
地
の
取
り
組
み
を
調
査
す
る

 

伝
え
る                                               

・�

ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
で
発
表
す
る
等
大

学
内
で
発
信

・�

底
生
生
物
や
野
鳥
の
飛
来
数
な
ど
の

継
続
し
た
調
査
・
発
信

・�

干
潟
の
様
子
を
撮
影
し
、
ブ
ロ
グ
で

発
信
し
、
藤
前
干
潟
の
記
録
と
す
る

・�

流
域
で
活
動
す
る
団
体
と

相
互
に
交
流
で
き
る
取
り

組
み
や
場
を
設
け
る

・�

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿
地
同

志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

化
す
る
取
り
組
み
を
行
う

・�

湿
地
に
関
わ
る
ユ
ー
ス
の

参
加
者
と
若
者
の
参
画
に

つ
い
て
議
論
す
る
場
を
設

け
る

 

教　

育                          

・�

子
ど
も
の
遊
び
場
の
よ
う

な
場
所
に
す
る

・�

小
中
高
の
校
外
学
習
を
働

き
か
け
る

 

参
加
す
る                            

・�

清
掃
活
動
な
ど
の
保
全
活

動
、
自
然
観
察
会
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る

・�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
被
膜
肥

料
を
使
用
し
な
い
な
ど
、

身
近
な
行
動
を
変
え
る

 

活
動
す
る                        

・�
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
張
り
紙

を
掲
示

・�

多
く
の
人
の
目
に
つ
き
や

す
い
場
所
で
藤
前
干
潟
の

魅
力
を
発
信

・�

市
内
小
学
校
で
の
チ
ラ
シ

の
配
布

・�

環
境
学
習
に
お
い
て
藤
前

干
潟
の
魅
力
を
家
族
に
説

明
を
す
る
と
い
う
課
題
を

設
け
る

・�

ヨ
シ
を
活
用
し
た
環
境
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る

・�

学
生
が
藤
前
干
潟
の
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
大
学
に

働
き
か
け
る

・�
企
業
に
勉
強
会
の
場
・
学

習
内
容
と
し
て
藤
前
干
潟

を
活
用
し
て
も
ら
う

・�

湿
地
教
育
の
た
め
の
教
師

等
の
学
び
の
場
を
設
け
る

 

保　

全                           

・�

藤
前
干
潟
を
き
っ
か
け
に

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

削
減
の
取
り
組
み
を
行
う

・
ヨ
シ
焼
き
の
実
現


